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赤潮予報と赤潮監視で漁業被害を防ぐ ～なぜ大分県は赤潮被害が少ないのか～

近年、西日本では赤潮による甚大な漁業被害が起
きています。赤潮とは海水中の植物プランクトンが
高密度に増殖し、海色が変わる現象の総称です。大
分県内でも、有害プランクトンの一種カレニア・ミ
キモトイ(写真1)による大きな被害が発生したこと
があります。
赤潮の被害を防ぐ為には、赤潮発生予測に基づく

早期の対策(餌止め、筏の移動)が有効です。
しかし、豊後水道北部（臼杵湾、津久見湾）で被

害をもたらす赤潮は周防灘（山口県、福岡県、大分
県）から別府湾を経由して豊後水道北部に流れてく
ることから、広域にわたる監視は非常に困難でし
た。

↓

本研究では各種データを解析することによって、
早期に豊後水道北部の赤潮発生予測を可能にし、
さらに人工衛星と調査船の利用による広域赤潮監視
の実施によって赤潮被害を軽減することに成功し
ました。

赤潮の初期発生海域である周防灘では赤潮を形成
する一ヶ月前に、赤潮プランクトンが低密度でかつ
広範囲に分布していることを突き止め、さらに過去
の赤潮発生時の人工衛星画像を解析し、周防灘から
豊後水道北部への赤潮流入経路を特定しました(図
2)。
これらの成果を統合し、周防灘での赤潮プランク

トンの出現状況の解析から、豊後水道北部の赤潮
発生を予測する『赤潮発生予測モデル』(図3)を開
発し、早期予報を実現しました。また人工衛星を利
用した広域赤潮監視体制の整備や、水産研究部の漁
業調査船「豊洋」に赤潮プランクトン撮影装置を導
入することによって、詳細な赤潮情報の収集が可能
になり、広域かつ詳細な赤潮監視体制が整いまし
た。
現在では赤潮情報は迅速かつ正確に漁業関係者に

伝えられており、漁業被害は顕著に減少しています
(図1)。

これまで、赤潮は突然発生するため、対応に頭
を悩ましていた。
事前に水産研究部から赤潮予報がもらえるよう

になってからは、赤潮対応(餌止め、筏の移動等)
が前もってできるようになり大変助かっている！
今後も、生産者の為に赤潮研究をどんどん進め

て頂きたい。協力は惜しまん！
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図1 赤潮発生件数と漁業被害額の推移
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図2 周防灘から豊後水道北部に至る
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図3 赤潮発生予測モデル


